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麻しんの国内外での増加に伴う注意喚起について 

現在、海外において、麻しんの流行が報告されており、特にヨーロッパ地域におけ

る症例報告数は前年度の３０倍以上に急増し、入院を要する重症例や死亡例も確認さ

れています。訪日外来客が多い地域である東南アジア地域についても、世界的に麻し

んの症例報告数が多い地域の一つとなっています。 

国内においては、２月下旬、奈良県内で外国籍の男性が観光中に麻しんを発症した

事例、大阪府内で予防接種歴のない日本国籍の男性が帰国後発症が確認された事例が

報告されています。 

和歌山市内の医療機関の皆様におかれましては、日ごろから感染症対策にご協力い

ただいているところですが、今後の発生動向にご留意いただき、以下のとおり対応を

お願いします。 

 

【医療機関の皆様にお願いしたい対応】 

 

１． 発熱や発しんを呈する患者を診察した際は、海外渡航歴や国内旅行歴、麻しん

の罹患歴、予防接種歴の確認など、麻しんの可能性を考慮した診療をお願いし

ます。 

 

２． 麻しんを疑った場合には、直ちに保健所へ情報提供ください。PCR による行

政検査を行います。急性期の検体採取にご協力お願いします。 

 

＜確保いただきたい検体＞ 

① 咽頭ぬぐい液 

（専用ウイルス搬送用培地）or（滅菌スピッツ＋生理食塩水１～２cc）１本 

② 血液（EDTA 加全血 ２～２.５cc 程度）１本 

③ 尿  （滅菌スピッツ １０cc 程度）１本 

①～③のうち採取可能な複数検体 

  

渡航予定の患者を含む、予防接種が望ましい患者への接種勧奨にご協力願います。 

 

連絡先 

平日：和歌山市保健所 健康危機管理班 ℡（０７３）４８８－５１０９ 

夜間・休日：和歌山市役所 警備室   ℡（０７３）４３２－０００１ 

和歌山市感染症情報センターでは、医療機関に向け随時感染症速報・ 

予防接種情報を発信しています。 

URL: http://www.kansen-wakayama.jp/ 

 

※採取容器は連絡時に保健所から至急お届けします 


